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東京パラリンピック亀山市の採火式に参加予定が？ 

新型コロナ感染拡大防止のため、東京オリンピック、パラリンピックが１年延期になり、 

亀山市役所より依頼を受けていた。私たちたちのパラリンピックの採火式参加も１年延期となり

ました。 

写真は、採火式で演出予定の、演目車椅子ダンス亀山支部の皆さんによる、東京五輪音頭の練習

風景とメンバーです。 

練習会場への出入りでは、新型コロナ感染拡大防止として、手指の完全毒を行い、マスクを着用

し、 

さらには、バスガイドさんが着用している、白い手袋をしての練習でした。 

大変残念でしたが、来年参加と実施の式典を想像しながら、１年先の参加の連絡を待つことにな

りました。 

色々な分野の方々も同じ思いと思いますが、残念な気持ちと、１年先まで健康で過ごすことを 

全員で誓い、解散いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

参加メンバー亀山支部の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京五輪音頭の練習風景 



 

上記の文言中の」車椅子ダンス亀山支部」の市民活動団体は 

９年前に亀山市の文化会館と体育館をお借りして、３日間、地域の皆さんとにお世話になり 

ながら、障がい者とのふれあい全国大会を開催いたしました。 

韓国からも車椅子利用者１６名の方にも参加していただき、国際的なイベントでした。 

亀山市の広報表紙にも掲載していただきました。 

また、リフトバス２台を利用し、車椅子利用者も含めて６０名で、伊勢神宮参拝も行いました。伊

勢神宮参道の途中に、７０の石段があり、皇學館大學の福祉部の生徒さん、およそ８０名の協力を

いただき、全員無事お参りと自分の手でお賽銭をあげることが出来、感激感動の涙がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような実績から今回パラリンピックの採火式典参加に声がかけられたと、思っております。 

亀山支部の活動のモットーは、「美しく」よりも「楽しく」で、あり、市民のたくさんの 

方々が気軽に参加できる雰囲気づくりに配慮させていただいております。 

 

 

 


